
目
詰
ま
り
感

知
セ
ン
サ
ー

と
反
射
板
を

設
置
し
た
。

こ
れ
に
よ
り

当
初
は
六
〇

㎥ 
/
h
程
度

で
あ
っ
た
運

搬
能
力
が

七
五
㎥ 
/
h

ま
で
改
善
し

た
。

⑶ 

堤
体
の
掘
削
・
盛
立

　

既
存
ダ
ム
の
堤
体
上
と
い
う
限
ら
れ
た
施
工
エ
リ
ア
で

効
率
的
な
施
工
を
行
う
た
め
、
掘
削
・
盛
立
に
は
全
面
的

な
I
C
T
施
工
を
実
施
し
た
。
既
存
堤
体
表
面
の
撤
去
掘

削
に
お
い
て
は
面
管
理
を
実
施
し
、
水
平
・
垂
直
方
向
の

位
置
を
重
機
の
モ
ニ
タ
に
表
示
し
、
数
値
を
確
認
し
て
管

理
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
撒
出
し
で

は
、
天
端
標
高
を
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
て
管
理
し
、

撒
出
し
高
さ
三
〇
㎝ 
を
均
一
に
施
工
し
た
。
転
圧
に
お
い

て
は
、
振
動
ロ
ー
ラ
の
操
縦
席
モ
ニ
タ
に
既
転
圧
エ
リ
ア

が
転
圧
回
数
に
応
じ
た
色
で
表
示
さ
れ
、
全
て
の
施
工
対

象
エ
リ
ア
が
仕
様
通
り
八
回
の
転
圧
を
示
す
赤
色
で
塗
り

つ
ぶ
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
締
固
め

未
実
施
箇
所
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た
。

⑷
降
雨
に
よ
る
工
程
遅
延
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　

腹
付
盛
土
に
用
い
た
泥
岩
は
、
降
雨
に
よ
り
密
度
や
透

水
性
等
の
品
質
が
低
下
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
降

雨
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、
以
下
の
対
策
を

実
施
し
た
。

• 

局
所
気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
K
I
Y
O
M
A
S
A
を
導
入

し
、
降
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
盛
立
面
を
三
%
の
排

水
勾
配
を
設
け
て
平
滑
に
転
圧
し
、
雨
水
を
速
や
か
に

排
除
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

• 

盛
立
箇
所
近
傍
に
は
大
型
シ
ー
ト
（
一
〇
×
一
五
m
、

最
大
二
〇
枚
）
を
配
置
し
た
。
各
シ
ー
ト
に
は
巻

上
機
を
取
り
付
け
、
降
雨
前
後
に
速
や
か
に
設
置
、

撤
去
が
可
能
な
構
造
と
し
た
。

• 

降
雨
後
に
大
型
シ
ー
ト
を
撤
去
し
た
際
は
、

R
I
計
器
と
近
赤
外
線
水
分
計
に
よ
り
盛
立
面

の
含
水
比
を
迅
速
に
測
定
し
、
適
切
な
値
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
作
業
を
再
開
し
た
。

5 

最
後
に

　

本
工
事
は
工
程
上
の
制
約
が
非
常
に
厳
し
く
、

盛
土
材
も
取
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
要
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
E
C
I
段
階
に
お
け
る
様
々
な
事

前
検
討
と
、
工
事
着
手
後
の
地
山
の
性
状
に
合
わ

せ
た
施
工
、
品
質
管
理
計
画
の
修
正
な
ど
を
行
っ

た
結
果
、
無
事
予
定
工
期
内
に
全
て
の
作
業
を
完

了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
最
後
に
E
C
I
の
提
案

か
ら
施
工
完
了
に
至
る
ま
で
ご
尽
力
頂
い
た
、
発

注
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
、
全
て
の
関
係

者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

写真 2　堤頂部盛土状況

写真 3　投入ホッパー

写真 4　撒出し状況

写真 5　転圧状況

図 3　ベルトコンベア配置平面図

現 場
代 理 人
レポート

　本地区は、宮崎県児湯郡木城町及び川南
町にまたがる659haの水田地帯です。本地
区の営農は、水稲を中心に、水田の畑利用
によるはくさい等の野菜、飼料作物等を組
み合わせた農業経営が展開されています。
　しかし、高鍋川南開拓建設事業（昭和15
年度～昭和35年度）等により造成、改修さ
れた本地区の基幹的な農業水利施設は、老
朽化によりトンネル地表面の陥没や水路の
ひび割れ等により施設の性能低下が生じて
おり、農業用水の安定供給に支障を来して
いるとともに、維持管理に多大な費用と労
力を要しています。
　本事業は、これらの問題解決のため、施
設機能の保全と耐震化のための整備を一体的に行われています。
　その一環として、本工事は、主要幹線用水路白

しら

鬚
ひげ

川
がわ

サイホンの補修を行うもので、主な工事内容
は鞘管工法（鋼管φ1000mm）による管路更生工（L=185m× 3条）と 2箇所の水槽及び取付水路の改
修工事です。
　本工事には工程制限があり、かんがい期（ 3月10日～ 8月25日）には通水を行う必要があるため、
非かんがい期の期間に工事を行うというタイトな工程管理が求められます。
　現在 2年目の管路更生工の施工中ですが、発注者及び施設管理者と密に連絡を取り、営農に支障
を来さないよう工程を厳守するとともに、管水路内作業は酸素欠乏危険作業であることから、安全
管理を徹底しながら、高品質な構築物を提供できるよう努めてまいります。

川南原国営施設応急対策事業
主要幹線用水路白

し ら

鬚
ひ げ

川
が わ

サイホン補修工事

現場代理人

（写真右） ピーエス・コンストラクション株式会社

現場代理人　香月　　哲
監督職員

（写真左） 九州農政局　宮崎中部農業水利事業所

工事課長 吉永　康巳

監督職員からのエール

　本工事の主要幹線用水路白鬚川サイホンは、高低差25mのサイホンであり、斜面部におい
ては最勾配35.4°での鞘管工事を行うため、管の吊り込みや作業員の昇降などに際して安全
対策を施し、施工されています。
　さらに、現場の進入路は大変狭いため、地元住民の通行への配慮が非常に重要となってい
ます。
　このような中、現場代理人の香月所長は、近隣住民へ細かな工程説明を行うなど、関係者
と積極的にコミュニケーションを図り、良好な関係を構築し、各種調整を的確に実施してい
ただき、関係者から対応が適切であり素晴らしいと評価をいただくなど、円滑に工事が実施
され、大変感謝しております。
　本工事は、令和 7年度完成に向けて、引き続き関係者と連絡を密に行うとともに、安全対策
を行い、最後まで気を緩めることなく、無事故で
工事完成を迎えられるようよろしくお願いします。
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